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10 家庭 

学校番号 ２１３ 

令和 2年度 家庭科 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高等学校 家庭基礎 グローバル ＆ サスティナビリティ 」 （教育出版） 

副教材等  2020 最新 生活ハンドブック 資料＆成分表 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自立した生活にむけてこれから必要となっていく知識・技術を学び、しっかりと定着させまし

ょう。そのために、頭も体も積極的に動かしましょう。 

・家族・家庭生活、衣食住や福祉、消費生活など、生活の充実向上を図るための理論等の知識

は、基礎的な内容から理論もしっかりとおさえて学習し、身に着けていきます。 

 ・基礎的な知識をしっかりと定着させるためにも、生活の様々な現象や、生活上の課題につい

て、ワークショップや体験的な学習を通して考え、理解を深めていきます。また、様々な友

だちの考えを知り、多様な考え方を学びながら自分の考えをもち、表現できるようにしてい

きます。 

 ・実践的・体験的な学習を通して、学習内容を深め、必要なときにつかいこなせるように、確

かな技術を身につけます。 

 ・身に着けた知識・技術を実際に生活に取り入れて、しっかりと定着させます。その中で、ま

た新たな課題を発見したり解決したりしながら、よりよい生活をめざしていきます。 

卒業後も、自立した生活に向けて、必要な知識・技術を使い、また学び続けていけるよう、一

年間しっかりと準備をしていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

家族や生活の営みを人の一生とのかかわりの中でとらえ，家族や家庭生活のあり方，子供と高

齢者の生活と福祉，生活の自立のための衣食住や消費生活などの基礎的な人の一生と家族・家庭

及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を身につける。 

生活課題を主体的に発見、解決し、自ら家庭や地域の生活の充実向上を図る能力と実践的な態

度を身につける。 
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３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生活の充実・向上を

目指して、人とのか

かわり、衣食住など

の生活、経済的な観

点において、積極的

に課題を見つけ、解

決にむけて意欲的に

取り組み、実践的な

態度を身につけよう

とする。 

自分自身の生活や家

族・家庭、地域の生活

にかかわる課題を見つ

け、課題解決のために

思考を深めて、工夫し

たり創造したりでき

る。それらの自分の考

えをまとめ、判断し、

また、課題解決の学習

から導き出した考えを

的確に表現することが

できる。 

自立した生活に必要

な基本的・基礎的な技

術を身につけている。 

家庭や地域社会の生

活に関する課題を発

見し、それらの解決に

むけて情報収集をし

たり、自分の考えをま

とめたりすることが

できる。 

自分自身の生活の課

題について、認識す

ることができる。ま

た、家族・家庭，地

域社会の役割や、高

齢社会化、環境問題

など今日の社会状況

を理解し、生活の充

実向上にむけて必要

な基礎的・基本的な

知識を身につけてい

る。 

 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
プリントやワーク
シートの記述 
実習計画表、 
実習記録表、 
レポート、発表 
自己評価 等 

学習状況の観察 
プリントやワークシ
ートの記述 
実習計画表、 
実習記録表 
レポート、発表 
定期考査の結果 
自己評価・相互評価等 

学習状況の観察 
プリントやワークシ
ートの記述 
製作品 
レポート、発表 
定期考査、実技テス
トの結果 
自己評価・相互評価
等 

学習状況の観察 
プリントやワーク
シートの記述 
実習計画表、 
実習記録表 
レポート、発表 
小テスト、定期考査
の結果等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学  
期 

単元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
A b C d 

４
月  

○家庭基礎の学び方 

 

  ＊ｴﾝｶｳﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 学習の意義やこれから習得す

べき内容・目標、学習の方法に

ついて理解し、意欲的に取り組

む姿勢を持つ。 

b:学習の意義やこれから取り組

む課題を主体的に発見し、解決

に向けて取り組んだ過程や結

果について表現する方法を身

につける。 

c:課題を解決するために情報収

集をし、自分の考えをまとめて

表現する方法を身につける。 

d：自分自身の生活の課題につい

て認識することができる。また

家族・家庭、地域社会の役割を

近いし、生活の充実向上にむけ

てどのような知識が必要にな

るかを知る。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

発表 
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４
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

家
族
・地
域
・社
会
と
の
共
生 

〇青年期の自立と家族 

 人の一生とライフステージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢期の生活 

○共生社会と福祉 

 

 

 

 

 

＊高齢者体験 

  ＊マタニティ体験 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:青年期の生き方に関心を持ち、

意欲的に学習している。 

b:青年期にある自分を見つめ、課

題を見いだし、その解決をめざ

して考え、表現している。 

d:青年期の課題について理解し、

人の一生を自分の問題として

捉えるための知識を身に付け

ている。労働や雇用の現状を知

り法知識等を身につけている。 

 

a:高齢者・妊婦・子どもの衣食住

や福祉・経済生活について関心

を持ち、意欲的に実践的・体験

的な学習活動に取り組んでい

る。 

b:社会的弱者の生活を地域・家族

自分の生活設計において、妊

娠・保育・高齢者生活を豊かに

過ごすための課題を見いだし、

その解決を目指して考え、表現

している。 

c:高齢者・妊婦・子どもと適切に

関わり、サポートしたり、その

生活に適した衣食住生活を選

び、営む技術を身に付けてい

る。体験学習について、準備、

実施、考察・反省まで、一連の

学習内容をまとめ、表現するこ

とができる。 

d:高齢者・妊婦・子どもの生活・

社会の現状について理解して

いる。また、その生活に適した

環境を整え、適切にサポートし

たり、家族・地域・社会の果た

す役割を認識している。生命の

尊さ、子どもや社会的弱者への

サポートの意義、またそのサポ

ートを行う上で、豊かな人間関

係や地域環境・社会環境のもつ

重要性、福祉などについて理解

できる。 

 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

発表 

小テスト 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

実習レポート 

小テスト 

定期考査 
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○ホームプロジェクトと 

学校家庭クラブ活動 

 ＊自由テーマ 

調査研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期期末考査 

○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:ホームプロジェクトについて

関心をもち、主体的に学習に取

り組んでいる。 

b:生活上の課題を見いだし、その

解決をめざして科学的に探究

し、表現している。 

c:計画に沿ってホームプロジェ

クトを実践することができる。 

d:ホームプロジェクトの意義を

知り、実践に必要な知識を身に

付けている。 

 

（食生活の一部も含む） 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

自己評価 

 

５
月 

家
族
・地
域
・社
会
と
の
共
生 

 
 

 〇青年期の自立と家族 

 現代の家族 

  

 

 

家族生活の成り立ち 

  

家族と社会 

 

    

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a:家族・家庭の意義や役割、男女

の平等と相互の協力などにつ

いて関心を持ち、意欲的に学習

に取り組んでいる。 

b:生涯発達の視点から家族・家庭

と社会との関わりについての

課題を見いだし、その解決をめ

ざして考え、表現している。 

d:生涯発達の視点から、家族・家

庭の意義、社会との関わりなど

について理解し、人の一生を自

分の問題として捉えるための

知識を身に付けている。家族に

かかわる法律の知識を身につ

けている。 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

実習計画 

実習レポート 

実技テスト 

定期考査 

 

 

 

 

 

６

月 

家
族
・地
域
・社
会
と
の
共
生 

○子どもの発達と保育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:子どもの世界について、自分の

子どもの頃を思い起こしたり、

積極的に子どもとかかわりな

がら興味・関心を持ち、子ども

の生活について理解しようと

する。生命の尊さについて、自

分の現在、将来と結びつけなが

ら、学習しようとする意欲があ

る。 

b：子どもの心身の発達、現在の

子どもを取り巻く状況や子育

ての環境について、課題を見つ

け、解決への考えをまとめるこ

とができる。 

ｃ：子どもの発達における豊かな

人間関係や地域環境・社会環境

の重要性、子どもの福祉につい

て理解できる。 

ｄ：子どもの心身の発達や子ども

の生活についての知識を身に

つけている。 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

発表 

小テスト 

定期考査 
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７

月  

～ 

９

月 

 

 

 

 

１

０

月 

生
活
の
自
立 

〇食生活と自立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊調理実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:食生活の自立にむけて、今の自

分の食生活について、課題を発

見し、その課題解決にむけての

知識や技術を積極的に身につ

けようとしている。 

食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって、

知識を深めようとしている。 

調理実習においては、課題意識

を持って、積極的に参加してい

る。 

b: 栄養の機能と食品のかかわ

りや、食品の特性と調理との関

係について、科学的な思考を身

につけ、食品選択、栄養計算や

献立作成など、実際の食事づく

りにおける判断ができる。 

調理実習において、作業の流れ

を考え、効率について判断しな

がら取り組んでいる。また実習

に関して、目的の設定、実習中

の判断、学習後の考察などをま

とめ、成果や反省について、レ

ポートを通して表現すること

ができる。 

現在の日本の食生活にかかわ

る課題について調べ、発見し、

解決の方法について自分の考

えをまとめることができる。 

ｃ: 栄養・食品・調理に関する

基礎的な知識を生かしながら、

献立を作成することができる。 

調理実習を通して、自立に必要

な食事づくりの技術を身につ

け、献立作成から後かたづけま

で計画的に効率よく実践でき

る。 

d:自分自身の食生活の課題や食

事の意義・役割、食生活をとり

まく環境などについて理解でき

る。 

栄養・食品に関する科学的な知

識や調理の基礎的な技術を身

につけ、それを実際の食生活に

生かすことができる。 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

実習計画 

実習レポート 

実技テスト 

定期考査 
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１

１

月 

生
活
の
自
立 

〇住生活と自立 

  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ ○ 

 

 

 

a: 住まいの機能、住空間の計画

や住環境について関心をもち、

意欲的に学習に取り組んでい

る。 

b: ライフステージと住空間の

設計の関係、住環境について考

えを深める、安全な住まいづく

りや、快適な住環境のためにど

のような課題があるのか見つ

け、その課題解決のための方策

を考え、レポートなどを通して

適切に判断し表現している。 

c:住まいの安全対策、住まいにお

ける健康管理など、実生活に役

立てることができる。住まいの

機能や住環境についての知識

をもとに、住空間を設計するこ

とができる。 

d：住まいの機能・役割、またラ

イフステージや家族構成など

と住まいの関係などについて

理解している。 

安全で快適な住まいや、社会環

境・地域環境についての知識を

身につけ、現在の住生活の課題

についても認識できる。 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

実習計画 

実習レポート 

小テスト 

定期考査 

12

月 

 

 

 

 

 

 

○ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動 

 

 

２学期期末考査 

○ ○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

（8月と共通） ﾚﾎﾟｰﾄ 

自己評価 
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１

月 
衣
生
活
と
自
立 

〇衣生活と自立 

・人と衣服のかかわり 

・衣服の機能 

・衣服の素材をみてみよう 

・繊維の改質・加工 

・衣生活の計画 

・衣服の手入れ 

・家庭での選択・保管 

・衣生活と資源・環境 

 

＊被服実習 （ミシン縫い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:被服管理と着装、健康で快適な

衣生活、ライフスタイルと環境

に関心をもち、意欲的に学習に

取り組んでいる。 

縫製技術に関心を持ち、主体

的に協力し合って製作実習に

取り組んでいる。 

 習得した縫製技術や、被服材料

に応じた被服の整理等の知識

を、適切に実生活においての被

服管理に活かせるよう意欲的

に学んでいる。 

b:衣服材料・衣服管理・整理につ

いての基礎的な知識や技術を

身につけ、実生活において適切

に判断して実行できる。 

現在の衣生活をとりまく状況

について、自分の衣生活を振

り返りながら、課題を導き出

し、衣生活からつながる環境

問題などへと理解を深めるこ

とができる。 

c:生涯を通して健康で快適な衣

生活を営むために必要な衣料

の選択、日常の衣服管理の方法

を習得するとともに、日常着の

修繕など、管理に必要な縫製技

術を身につけている。 

衣類の購入から、衣服整理・

管理、廃棄まで、実生活にお

いて計画的な衣生活を営むこ

とができる。 

d:衣服材料の性能と特徴、衣服整

理についての科学的な知識を

身につけることによって、衣服

を適切に選択し、管理すること

ができる。 

衣類の購入から廃棄まで、計

画的な衣生活を営む知識を身

につけている。 

私たちの衣生活が、環境にも影響

を及ぼすなど、世界規模で営ま

れていることを理解できる。 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

小テスト 

定期考査 
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２

月 

 

 

 

 

 

 

生
活
の
自
立 

○消費生活と経済 

 

 

 

 

 

  

 

○ライフスタイルと環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考査 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:自分の物・サービスの購入のあ

り方や、消費行動が環境や消費

者問題に及ぼす影響について、

積極的に理解しようとする。 

近い将来の経済的自立を考え

ながら、経済のしくみや家計

の特徴について積極的に理解

しようとし、短期・長期の経

済計画について意欲的にとり

くもうとしている。 

消費生活と生涯を見通した経

済の計画・管理、生活設計に

ついて関心を持ち、意欲的に

学習に取り組んでいる。 

b: 具体的な事例を通して考え、

主体的な消費行動とはどのよ

うなものかを考え、判断するこ

とができる。 

消費行動と環境とのかかわり

について、生活と関連させな

がら課題をみつけ解決の方向

性を判断することができる。 

現在の経済社会と家計との関

係を考えながら、家庭の収

入・支出・預金などについて

適切な判断ができる。 

c: 消費行動について、さまざま

な情報を収集しながら、自分の

消費行動について検証するこ

とができる。 

問題商法などのトラブル解決

に向けての方法を身につけて

いる。 

経済的自立へむけて、短期・

長期の経済計画に関わる実習

を通して、人生設計を組み立

てることができる。 

d:現在及び将来の消費生活と経

済の計画・管理、生活設計のた

めに必要な知識を身に付けて

いる。 

多様化している販売方法や支

払い方法、契約の知識などに

ついて理解している。 

消費者の権利と責任などにつ

いて理解し、現代の消費生活

の課題について認識できる。 

家庭生活と資源・環境との関

係についての知識を身につけ

ている。 

 

 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

発表 

定期考査 

自己評価 
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２

月 

家
族
・地
域
・社
会
と
の
共
生 

○子どもの発達と保育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:子どもの世界について、自分の

子どもの頃を思い起こしたり、

積極的に子どもとかかわりな

がら興味・関心を持ち、子ども

の生活について理解しようと

する。生命の尊さについて、自

分の現在、将来と結びつけなが

ら、学習しようとする意欲があ

る。 

b：子どもの心身の発達、現在の

子どもを取り巻く状況や子育

ての環境について、課題を見つ

け、解決への考えをまとめるこ

とができる。 

ｃ：子どもの発達における豊かな

人間関係や地域環境・社会環境

の重要性、子どもの福祉につい

て理解できる。 

ｄ：子どもの心身の発達や子ども

の生活についての知識を身に

つけている。 

授業観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

発表 

小テスト 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:思考・判断・表現 

ｃ:技能         ｄ:知識・理解 

 

 ※ ＊は、ワークショップ、実習・実験など実践的・体験的な学習活動や問題解決的な学習活動を示

している。 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 


